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B Ill　　小 さ'ofクロー値 をもつ為衣・ 高 覚及出 丸膚温にﾉ瓦ぼ す熱的効果

大阪 市大､生活科 学　○三平和雄　 花田泰代子

被　服　147

目的　 保 温力の･1ヽ きヽヽ 衣 服でも^ 衣'i れば温 熱慮 覚や皮/弩温に 影f  ! ゐヽ I ぼt  Iり  f あ

る。 乙⌒と11 どの程 度 の保 温 力をもっも(7)なら そ。 有そ 左弁別し7     い ヽ,   3. たt ヽヽの程 度 の保

温 力<n相 ま を珍咽 しう る･･ヽ ，これら の問 題 を,ヽご理 的・ 生理的 に探 求t  る。

方法　 実験i ：供試 々料 ク)保 温 力 が0.oo6 ～0.0  1 1   クP  ―のÅト･■/ キン7"  10種 を例 にし

t , 侠 験 舶0 恥 こ対し,   % 用l 後(り温熱 感 覚を姉 止お よI*"動 作時 に つV.1  -i測 定した。 方法

･itO 種6 らヽ£^^ ぞ2 種 ，)λド ッ キン グを 片方･ハ 下肢舞にｰつけ 乙 巻用直後 。温熱 感 覚を

一対 比軟1 る。

実験 Ⅱ： 大験l の中 力ヽら7 種 の スト ッ キン グ`を是 痢 被 験 為2  fa につヽヽ T  希用前お よび

４ 用so 分後 の温 熱感 覚おi- び皮膚温 支化I  則定しf--. 実験i ，E の時 期は 夏 ■ 冬r あ る・

結 呆 実験I  ･･ 一対 比較 に よる温 他薦 党の尺度 値 叫， さり~ クラλ タ分杵 さ れ，4  ～5

粁 に分 け<:> れt- 。 ストッ キン ク" <n場 合 は7 ロ ー■ii. ・り｡ 阿 まr' は悉 覚値も増 大 に　 プラ ス夕

分けした群 か 群 間 の尺度 値 い ヒ較 する と,    0.0 I ７ロー の左 り

なる,と弁別L 難 く なる。

実験i  ･･ 温 熱感 覚 い に･It 膚温１ につい てス,ド ッ キング靖 用so 分前後 の膏化 分岐als

i ↑測１ ると,   夏･よタロ-  値 。大 なる程 両為ヵり目対的に増 加t  る傾向iv 得ヽ ら れる≪■'',   ふlよ

気温 と皮膚 蓋り 左 ，り とな る。r ヽ, | 用後も廃 覚 おヽよｇヽ 皮^ 温t>^'下瞬1   ろ場 合（（

。 これに抗i  るÅトッ キンT｀<n 恪-;Si力は 気逼 と席膚 温(7)£ 。ご15 deg C  iこ吋し0.ロ･a  - 以 上

･Vt黍 乙t  る ようr  ある。 こ・ 事実叫 函人知 よあ るお， 下腿 部r｀よ 口 月瞭 にネ さ 心 こ。

B 112 頭髪 の保 藻 力の計 測{< 紡 する研鳶

福 井大救賓　　　o 知尾 みどり

大叛市 大 ±m 科 学　 花EI 嘉代^　 三平和雄

目 的　 頭髪 に は毛髪および ウィッグ のZ 種 があり、 りW それ頭部 ヵヽ らの勢 放散 あヽよ が外

節 力ヽ らの拠 希射に 対し て旅的 温町飽 と もつ、 本研 煮【よ種 々の衿状k  t つ頭髪 の憚温 力£知

るこ とS  日的k, し て、 も ず針蘭方7t £堤 案し、tit  I-より岑 当 性 色磯 討しr-.

実験萱 置　 娘餐 の齢抵抗i. 求めs, fzめI- ば頭部 皮膚 湛 を測 定 する 'ε今 があ るが、 セ> サ

-  の取付It  と計測の ヰ烹 性&  ISかるrt めサ ーマ ル マネ キンヵ頭御i 試 作 しre. マキキ）の

頭母 ぱ癩 墳那、 前鰻部、 癩 卸、 μ･  相側雌部、 債頭卯、 頚部 よ､ヽよび脚部 前後面の?  斧 位μ

煕 的 に 分̂割! れTt 厚 さえ・m のアノレ5    ･  シ エ､･レI  t  -7 X 壊 敗こ れ、 襄側･こt  - タ ーが86 付し

てあ3.    肴t  -  9  ーに供嶮 されs, 測量いよ り、 曖卸 の幸卸 位の表面7SL々･綱 節さ れ5 、

実験方性　?S.iM.M. ＆一μ･り 累っ尺 小型チャ ンJ＼"゙－ の中でレ マ キヤンμ 種々0)   ウ ィッグ＆

かぶせ、 マネ キン(, 表 面追分布i 捕 淀する。 貨験|いよ本計測 の有IB 性を調査 寸* r-. め降種

々 の弟 胴のケ ー- ス含聾定し、(I)    畑蔓・ がヽ 3  I'. よる卿豪 勢抵兆 の廓 定、(Z)    頭髪､・ ウA ツ

ゲ１ 重 ねc^ t  s のil  ね知果の襖討 島ヽよび(3)6 撞 の髪 型 の局 芦別熟晒拓 の比較&  変施L  r-c。

結 果(I)    X 毛 弧ショ ―ト ヘア の ウ ィ>v グS  癩 髪 と みなし、 々ヽ さ量 £ 翼に 乙I'^I 例 の榔

希私 忿比畿t  a ^ 、t  <7) ゑ ぱ後頭部 に暴も大3  ､く、 攻'いで･廸頂却 にあ らわ れ(て。(2)   alt

のi  に壕ﾋ"  弧 のウ^ ヅ グi 重 ね 々と! 偽絲 冶抗 は、 両 曇共通 の旅 搾:部位 であ る雌 頂仰、側

爾部。 債 鍵却 おヽよび祷部 において、 その各 での 漸弟 抗 を加 打こ葎 め印 ～70 μ む々` な らない。

(3) 上下,   趾秘･刀いず^ 々l- 鬘 置 をアンn" ヲ>  ヌ(=  し･た とき、 をめ影饗 はあ きらヵヽ I- 柵捨

薦‘μ あ らわ-ト こ。


